
 
 東江中学校         学校便り 『不退転』 第 5号         平成３０年 5 月 2日 

 
 重点目標：「きき合い つなぎ合い 支え合う」 『不退転』：信念を持ち、何事にも屈しないこと 

 

 第 5 号 

校長 久高利美子 

 
 

四
月
二
十
七
日
（
金
）
、
平
成
三
十
年
度
Ｐ
Ｔ

Ａ
総
会
並
び
に
新
任
職
員
歓
迎
会
を
行
い
ま
し

た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
は
、
四
つ
の
議
案
を
審
議
し
、

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
七
名
の

会
員
の
功
績
を
讃
え
、表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。 

崎
浜
会
長
始
め
、
旧
役
員
の
皆
様
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。
そ
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○
新
役
員
の
紹
介 

 
 

会
長 

 
 
 
 
 
 

山
入
端
琢
磨 

 
 

副
会
長 

 
 
 
 
 

花
城 

克
典 

 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 
 

上
地 

貴
子 

 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 
 

比
嘉 

智
広
（教
頭
） 

 
 

会
計 

 
 
 
 
 
 

前
田 

充
子
（事
務
） 

 
 

総
務
部
長 

 
 
 

大
城 

享 

 
 

保
健
体
育
部
長 

上
原 

良
治 

 
 

校
外
指
導
部
長 

宮
城 

祐
樹 

 
 

広
報
部
長 

 
 
 

大
城 

卓
也 

 
 

家
庭
教
育
部
長 

具
志
堅
和
美
・比
嘉
礼
子 

 
 

環
境
整
備
部
長 

比
嘉 

豊 

 
 

一
学
年
委
員
長 

豊
里 

勝
正 

 
 

二
学
年
委
員
長 

宮
城
ゆ
き
の 

 
 

三
学
年
委
員
長 

比
嘉 

藤
頼 

○
被
表
彰
者
の
紹
介 

 
 

比
嘉 
忍 

 
 
 

（副
会
長
） 

 
 

前
田 
恵 

 
 
 

（保
体
部
長
） 

 
 

津
覇
一
夫 

 
 

（校
外
指
導
部
長
） 

 
 

末
吉
業
忠 

 
 

（校
外
指
導
副
部
長
） 

 
 

照
喜
名
香
織 

 

（
家
庭
教
育
部
長
） 

 
 

宮
城
由
乃 

 
 

（保
体
部
副
部
長
） 

 
 

玉
木
彰
子 

 
 

（学
級
委
員
長
） 

 

新
任
職
員
歓
迎
会
で
は
、
来
賓
の
区
長
さ
ん
・学
校
評
議

員
の
み
な
さ
ん
、
多
く
の
会
員
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
後
は
恒
例
の
「
チ

ー
ム
東
江
」
、一
つ
の
輪
で
パ
チ
リ
。 

H
ito

tu
n
o
 
w
a
 
 

   
 
 
 

部
活
動
結
成
式 

四
月
十
八
日
（
水
）、
部
活
動
結
成
式
を
行
い
ま
し
た
。 

部
活
動
で
は
、
教
員
、
地
域
の
大
人
、
保
護
者
と
生
徒
、
ま

た
は
先
輩
と
後
輩
の
豊
か
な
人
間
関
係
を
育
成
す
る
こ

と
や
体
力
の
向
上
・礼
儀
や
感
謝
な
ど
の
精
神
的
成
長
を

促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
各
部
顧

問
・副
顧
問
の
紹
介
、各
部
キ
ャ
プ
テ
ン
の
決
意
発
表
を
行

い
ま
し
た
。 

 

「
強
い
チ
ー
ム
」
の
共
通
点 

①
動
作
が
機
敏
で
、
部
室
へ
小
走
り
で
移
動
す
る
。
②
部

室
や
練
習
場
所
が
き
れ
い
で
、
整
理
・整
頓
が
行
き
届
い

て
い
る
。
③
あ
い
さ
つ
が
上
手
で
、
時
と
場
を
考
え
、
考
動

で
き
る
。
④
指
導
者
が
い
な
く
て
も
、
自
分
達
で
考
え
て

自
主
的
に
練
習
で
き
る
。 

 
 

顧問・副顧問・コーチ、指導者への感謝の気持ち

を忘れずに！ 


